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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
日
本
政
府
高
官
（
そ
の
人
事
案
件
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
者
）
に
よ
る
女
性
記
者
へ
の
セ
ク
ハ

ラ
発
言
と
公
益
通
報
者
保
護
法
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
日
本
政
府
高
官
（
そ
の
人
事
案
件
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
者
）
に
よ
る
女
性
記
者
へ
の
セ

ク
ハ
ラ
発
言
と
公
益
通
報
者
保
護
法
の
解
釈
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

公
益
通
報
者
保
護
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
益
通
報
（
以
下
「
公
益
通
報
」

と
い
う
。
）
は
、
同
項
に
お
い
て
、
通
報
者
で
あ
る
労
働
者
の
労
務
提
供
先
又
は
当
該
労
務
提
供
先
の
事
業
に
従
事
す
る
場

合
に
お
け
る
そ
の
役
員
、
従
業
員
等
に
つ
い
て
の
通
報
対
象
事
実
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
御
指
摘
の
「
日
本
政
府
高
官
」
の
「
女
性
記
者
」
に
対
す
る
「
発
言
」
は
、
一
般
的
に
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
、
当
該
発
言
に
係
る
通
報
は
、
公
益
通
報
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
麻
生
国
務
大
臣
の
発
言
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
四
月
二
十
七
日
の
閣
議
後
記
者
会
見
に
お
い
て
、

一



同
大
臣
が
「
そ
う
い
う
意
見
も
あ
る
と
い
う
話
が
あ
る
と
い
う
話
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

二


